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 句
末
表
現

切
れ
字
四
「
層
雲
」
句
集
と
の
関
連

『
自
然
の
扉
』

『
生
命
の
木
』

『
光
明
三
昧
』
お
わ
り
に
参
考
文
献
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
―
―
遺
稿
句
集
『
礼
讃
』
を
中
心
に
―
―
松
岡
繁
目
次
は
じ
め
に
一
野
村
朱
鱗
洞
の
生
涯
二
『
礼
讃
』
の
内
容
三
表
現
技
法
の
特
徴

季
語

音
数
・
リ
ズ
ム

副
詞

形
容
詞

形
容
動
詞
一
はじ
め
に
愛
媛
県
特
に
松
山
市
は
、
俳
句
に
関
す
る
種
々
の
活
動
の
盛
ん
な
所
で
あ
る
。
正
岡
子
規
を
は
じ
め
内
藤
鳴
雪
、
河
東
碧
梧
桐
、
高
浜
虚
子
、
石
田
波
郷
等
、
子
規
に
つ
な
が
る
俳
人
を
輩
出
し
た
土
地
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
環
境
の
な
か
で
、
明
治
末
か
ら
大
正
初
め
に
か
け
て
松
山
で
活
躍
し
た
自
由
律
俳
句
の
俳
人
野
村
朱
鱗
洞
の
こ
と
が
語
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
わ
ず
か
二
五
年
間
の
生
涯
で
あ
っ
た
朱
鱗
洞
の
作
品
は
一
、
三
〇
〇
句
あ
ま
り
と
多
く
は
な
い
が
、
定
型
俳
句
の
子
規
と
い
う
偉
人
を
生
ん
だ
松
山
に
あ
っ
て
、
自
由
律
俳
句
の
芽
を
育
て
た
彼
の
活
躍
は
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
朱
鱗
洞
に
関
す
る
資
料
は
、
鶴
村
松
一
氏
の
労
作
『
野
村
朱
燐
洞
』、『
野
村
朱
燐
洞
拾
遺
』
に
詳
細
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
資
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
資
料
を
基
に
し
た
、
分
析
、
解
説
、
評
論
と
い
っ
た
分
野
で
は
十
分
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
の
論
が
朱
鱗
洞
研
究
の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
な
お
、
朱
鱗
洞
は
、「
朱
燐
洞
」
と
号
し
て
多
く
の
作
品
に
用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
『
礼
讃
』
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
鱗
」
の
字
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
句
に
付
し
た
年
月
は
、『
礼
讃
』
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用
し
た
も
の
で
、
実
際
の
制
作
年
月
と
は
異
に
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
二
１９５
一野
村
朱
鱗
洞
の
生
涯
わ
ず
か
二
五
歳
の
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
、
初
期
自
由
律
俳
句
の
俳
人
野
村
朱
鱗
洞
に
つ
い
て
は
、
特
記
す
べ
き
こ
と
は
多
く
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
短
い
人
生
の
中
で
の
種
々
の
出
来
事
は
、
ユ
ニ
ー
ク
で
存
在
感
に
み
ち
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
生
涯
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
明
治
二
六
年
〇
歳
一
一
月
二
六
日
愛
媛
県
温
泉
郡
素
鵞
村
（
現
松
山
市
小
坂
）
に
生
ま
れ
る
。
本
名
は
守
隣
。
 
明
治
三
九
年
一
三
歳
四
月
愛
媛
県
温
泉
郡
役
所
に
給
仕
と
し
て
就
職
す
る
。
 
明
治
四
〇
年
一
四
歳
四
月
松
山
夜
間
中
学
校
に
入
学
す
る
。
 
明
治
四
二
年
一
六
歳
三
月
松
山
夜
間
中
学
校
を
中
途
退
学
す
る
。
 
明
治
四
四
年
一
八
歳
河
東
碧
梧
桐
・
荻
原
井
泉
水
が
俳
誌
『
層
雲
』
を
創
刊
す
る
。
こ
れ
に
参
加
す
る
。
五
月
俳
句
結
社
「
十
六
夜
吟
社
」
を
結
成
し
、
自
由
律
俳
句
運
動
を
展
開
す
る
。
 
明
治
四
五
年
一
九
歳
二
月
『
海
南
新
聞
』
俳
句
欄
選
者
と
な
る
。
 
大
正
四
年
二
二
歳
一
〇
月
「
層
雲
松
山
支
部
」
を
創
立
す
る
。
 
大
正
五
年
二
三
歳
『
層
雲
』
選
者
と
な
る
。
 
大
正
七
年
二
五
歳
一
〇
月
三
一
日
流
行
性
感
冒
に
か
か
り
死
去
す
る
。
 
大
正
八
年
五
月
遺
稿
句
集
『
礼
讃
』
が
師
井
泉
水
に
よ
っ
て
「
層
雲
」
よ
り
刊
行
さ
れ
る
。
若
く
し
て
、
俳
句
結
社
「
十
六
夜
吟
社
」
を
結
成
し
、『
海
南
新
聞
』
の
俳
句
欄
選
者
、
さ
ら
に
は
『
層
雲
』
の
選
者
と
な
る
な
ど
、
あ
る
意
味
で
は
天
才
肌
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
１９４
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
三
朱
鱗
洞
の
人
柄
に
つ
い
て
、
井
泉
水
は
『
礼
讃
』
の
「
序
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
氏
が
二
十
六
年
の
生
涯
は
短
か
っ
た
。
然
し
、
其
の
十
年
の
魂
を
彼
は
俳
句
に
打
込
ん
だ
。
氏
は
俳
句
の
為
め
に
此
世
に
生
れ
て
来
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
へ
思
は
れ
る
。
そ
れ
だ
け
、
氏
が
俳
句
に
対
す
る
態
度
は
全
人
的
に
真
面
目
な
も
の
で
あ
っ
た
。
其
作
品
も
亦
新
鮮
で
且
つ
芳
香
が
あ
っ
た
。
―
―
そ
れ
は
今
か
ら
思
ふ
と
、
朝
に
咲
く
短
い
命
の
花
に
あ
る
清
ら
か
さ
と
薫
り
に
も
似
て
ゐ
る
が
―
―
氏
は
確
に
一
家
を
な
し
て
ゐ
た
。
十
六
夜
吟
社
の
名
の
下
に
同
志
を
糾
め
、
又
、
土
地
の
新
聞
を
根
拠
地
と
し
て
四
国
の
俳
壇
に
一
つ
の
烽
火
を
挙
げ
始
め
た
。
私
が
旅
中
、
松
山
を
訪
う
た
時
、
子
規
を
出
し
、
鳴
雪
、
碧
梧
桐
、
虚
子
を
出
だ
し
た
松
山
の
青
年
俳
人
が
、
子
規
系
統
の
俳
句
を
顧
ず
し
て
、
朱
鱗
洞
氏
を
中
心
と
す
る
新
し
い
思
潮
に
共
鳴
し
て
い
る
事
を
見
て
、
私
は
氏
が
一
人
の
作
家
と
し
て
の
み
で
は
な
く
、
衆
を
率
う
る
徳
と
力
と
を
具
へ
て
ゐ
る
事
を
知
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
氏
に
面
接
し
た
折
の
印
象
は
、
地
を
 
ふ
蔓
草
の
や
う
に
、
鋭
い
神
経
を
集
め
た
細
い
肉
体
と
、
深
く
土
に
食
ひ
込
ん
で
行
く
強
い
意
力
の
根
を
持
っ
て
ゐ
る
人
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
。
質
素
な
物
質
的
生
活
の
中
に
あ
っ
て
精
神
的
に
自
分
を
深
く
生
か
す
事
を
怠
ら
な
い
と
い
ふ
風
が
見
え
て
ゐ
た
。
朱
鱗
洞
の
人
柄
が
、
的
確
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
愛
弟
子
へ
の
師
井
泉
水
の
切
々
た
る
熱
い
思
い
の
中
に
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
俳
人
の
面
影
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
「
層
雲
」
の
仲
間
で
あ
っ
た
、
種
田
山
頭
火
は
『
行
乞
記
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（
１
）
る
。
昭
和
十
三
年
九
月
廿
五
日
晴
、
朝
寒
、
時
々
曇
る
何
と
ほ
が
ら
か
な
、
何
か
よ
い
こ
と
で
も
あ
り
さ
う
な
。
井
師
か
ら
朱
鱗
洞
遺
稿
『
礼
讃
』
改
訂
本
到
着
。
私
か
ら
も
井
師
に
謝
意
と
敬
意
と
を
表
す
る
。
あ
の
こ
ろ
の
事
を
追
想
す
る
と
ま
こ
と
に
感
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
四
１９３
慨
に
た
へ
な
い
。
朱
君
の
こ
と
を
考
へ
る
と
、
何
と
は
な
し
に
、
 
木
を
考
へ
る
。
或
る
意
味
で
、
朱
君
は
俳
壇
の
 
木
ら
し
か
っ
た
と
い
へ
な
い
で
も
な
か
ろ
う
。
朱
鱗
洞
を
俳
壇
の
 
木
と
と
ら
え
、
 
木
の
生
き
方
に
そ
の
類
似
点
を
見
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
俳
壇
と
歌
壇
と
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
確
か
に
そ
の
境
遇
、
気
質
に
お
い
て
通
じ
る
も
の
が
あ
り
、
我
々
に
訴
え
か
け
て
く
る
も
の
に
は
同
質
の
も
の
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
二
『
礼
讃
』
の
内
容
『
礼
讃
』
は
、
二
五
歳
で
没
し
た
朱
鱗
洞
の
遺
稿
句
集
で
あ
る
。
雑
誌
『
層
雲
』
に
掲
載
さ
れ
た
句
を
井
泉
水
が
選
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
大
正
三
年
か
ら
七
年
ま
で
の
句
を
「
習
作
」、
そ
れ
以
前
の
句
を
「
雑
吟
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。「
習
作
」
に
は
二
一
六
句
、「
雑
吟
」
に
は
一
一
二
句
計
三
二
八
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
大
正
八
年
五
月
十
日
、
現
代
通
報
社
、
定
価
五
〇
銭
で
発
刊
さ
れ
た
。
な
お
昭
和
一
三
年
八
月
に
は
再
版
が
刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
の
概
略
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
礼
讃
内
容
習
作澄
心
…
…
…
…
大
正
七
年
六
月
（
一
〇
句
）
礼
讃
…
…
…
…
大
正
七
年
五
月
（
一
〇
句
）
海
へ
…
…
…
…
大
正
七
年
五
月
（
一
〇
句
）
早
春
…
…
…
…
大
正
七
年
四
月
（
一
〇
句
）
１９２
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
五
空
林
…
…
…
…
大
正
七
年
三
月
（
一
〇
句
）
夜
空
…
…
…
…
大
正
七
年
二
月
（
一
〇
句
）
虫
声
…
…
…
…
大
正
七
年
一
月
（
一
一
句
）
水
の
輪
…
…
…
大
正
五
年
一
〇
月
（
一
〇
句
）
夕
餉
…
…
…
…
大
正
五
年
九
月
（
一
〇
句
）
暗
緑
…
…
…
…
大
正
五
年
八
月
（
一
〇
句
）
山
鳩
…
…
…
…
大
正
五
年
三
月
（
一
〇
句
）
身
辺
雑
事
…
…
大
正
五
年
二
月
（
二
二
句
）
月
明
抄
…
…
…
大
正
五
年
一
月
（
二
六
句
）
砂
上
雑
吟
…
…
大
正
五
年
四
月
（
二
二
句
）
風
邪
日
記
…
…
大
正
三
年
三
月
（
一
〇
句
）
瀑
見
が
て
ら
…
大
正
三
年
二
月
（
一
〇
句
）
生
活
よ
り
…
…
大
正
三
年
一
月
（
一
五
句
）
雑
吟
書
簡
小
伝
手
蹟
短
冊
（
写
真
）
月
夜
の
雲
ひ
え
ぐ
と
野
の
四
方
に
あ
り
し
風
ひ
そ
く
柿
の
葉
お
と
し
ゆ
く
月
夜
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
六
１９１
以
上
が
『
礼
讃
』
の
目
次
に
当
た
る
部
分
で
あ
る
。（（
）
内
は
、
引
用
者
の
注
。）
な
お
、「
雑
吟
」
の
項
の
年
次
ご
と
の
細
分
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
雑
吟
大
正
三
年
の
作
三
年
五
月
（
八
句
）
三
年
四
月
（
二
句
）
三
年
三
月
（
一
二
句
）
三
年
一
月
（
二
六
句
）
大
正
二
年
の
作
二
年
十
月
（
一
三
句
）
二
年
六
月
（
二
一
句
）
二
年
五
月
（
二
句
）
二
年
四
月
（
一
句
）
二
年
三
月
（
五
句
）
二
年
二
月
（
八
句
）
二
年
一
月
（
一
句
）
大
正
元
年
の
作
元
年
九
月
（
一
句
）
明
治
四
十
五
年
七
月
（
三
句
）
四
十
五
年
三
月
（
三
句
）
四
十
五
年
一
月
（
四
句
）
明
治
四
十
四
年
の
作
四
十
四
年
十
月
（
二
句
）
（（
）
内
は
、
引
用
者
の
注
。）
と
こ
ろ
で
、
朱
鱗
洞
の
師
で
あ
る
井
泉
水
の
活
動
歴
に
つ
い
て
、
主
な
事
項
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
 
明
治
四
〇
年
代
新
傾
向
運
動
が
興
る
に
当
た
り
、
そ
の
理
論
と
実
践
に
努
め
、
明
治
四
四
年
河
東
碧
梧
桐
と
と
も
に
俳
誌
『
層
雲
』
を
創
刊
す
る
。
 
大
正
元
年
か
ら
季
題
制
度
無
用
論
を
唱
え
始
め
る
。
そ
の
た
め
碧
梧
桐
は
「
層
雲
」
を
去
る
。
 
大
正
三
年
か
ら
は
自
由
律
俳
句
運
動
を
展
開
す
る
。
 
門
下
と
し
て
、
尾
崎
放
哉
、
種
田
山
頭
火
ら
異
色
の
俳
人
を
育
て
る
。
１９０
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
七
こ
の
よ
う
に
、
井
泉
水
は
大
正
三
年
を
境
に
自
由
律
俳
句
の
運
動
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
が
、『
礼
讃
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
句
も
、
大
正
三
年
以
降
の
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
自
由
律
俳
句
運
動
と
い
う
時
代
背
景
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
、
井
泉
水
は
『
礼
讃
』
の
「
序
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
氏
の
作
大
体
に
就
て
云
へ
ば
、
氏
が
我
々
の
道
に
入
る
以
前
を
除
い
て
、
明
治
四
十
四
年
か
ら
大
正
三
年
ま
で
四
年
間
と
、
そ
れ
か
ら
最
後
ま
で
の
二
期
に
分
つ
事
が
出
来
る
。（
之
は
独
り
氏
一
人
の
傾
向
の
み
で
な
く
、
我
々
の
道
の
傾
向
が
こ
こ
に
大
き
な
転
機
を
画
し
て
ゐ
た
の
で
、
第
一
期
の
も
の
は
句
集
「
自
然
の
扉
」
が
之
を
代
表
し
、
第
二
期
の
も
の
は
句
集
「
生
命
の
木
」
が
代
表
し
て
ゐ
る
）。
此
遺
稿
が
「
習
作
」「
雑
吟
」
の
二
部
に
分
れ
て
ゐ
る
の
は
此
の
時
代
の
差
別
に
も
相
応
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
、
朱
鱗
洞
の
作
風
を
味
は
れ
や
う
と
す
る
方
は
、
最
近
の
方
、
即
ち
「
習
作
」
に
就
て
見
て
貰
ひ
た
い
。
此
中
の
も
の
殊
に
「
澄
心
」「
礼
讃
」「
海
へ
」「
早
春
」「
空
林
」
等
は
彼
の
代
表
作
た
る
の
み
な
ら
ず
、
我
々
の
道
の
代
表
作
と
し
て
、
私
は
推
薦
す
る
事
に
躊
躇
し
な
い
。
雑
誌
『
層
雲
』
は
、
形
式
を
き
ら
い
、
内
在
的
・
主
観
的
立
場
か
ら
、
季
題
無
用
、
定
型
破
壊
を
掲
げ
た
自
由
律
俳
句
の
推
進
の
場
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
の
事
情
を
朱
鱗
洞
の
場
合
に
当
て
は
め
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
情
が
、
朱
鱗
洞
の
句
風
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
、
そ
の
一
端
を
表
現
技
法
等
を
中
心
に
し
て
考
究
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
三
表
現
技
法
の
特
徴
河
東
碧
梧
桐
ら
の
新
傾
向
俳
句
は
、
五
七
五
の
定
型
を
破
り
、
季
題
趣
味
を
脱
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
碧
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
八
１８９
梧
桐
が
「
層
雲
」
を
去
っ
た
後
の
自
由
律
俳
句
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
音
数
の
形
式
（
五
音
・
七
音
）
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
自
由
な
リ
ズ
ム
で
よ
む
様
式
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
は
、朱
鱗
洞
の
句
に
ど
の
よ
う
に
導
入
さ
れ
、定
着
し
て
い
る
の
か
、各
分
野
か
ら
考
究
し
て
み
た
い
と
思
う
。
 
季
語
ま
ず
、
季
語
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
季
題
感
覚
を
広
げ
て
と
ら
え
る
な
ど
、
そ
の
扱
い
方
に
は
若
干
の
違
い
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
扱
う
数
字
も
概
数
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
礼
讃
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
三
二
八
句
中
い
わ
ゆ
る
「
季
語
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
句
は
、
約
二
一
三
句
で
六
五
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
、
新
傾
向
俳
句
、
さ
ら
に
は
初
期
自
由
律
俳
句
の
系
列
に
属
す
る
俳
人
と
し
て
は
、
意
外
と
季
語
の
使
用
の
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
二
一
三
句
を
、
季
節
ご
と
に
分
類
し
て
み
る
と
、
そ
の
概
数
は
春
の
句
五
二
、
夏
の
句
三
〇
、
秋
の
句
六
一
、
冬
の
句
七
〇
句
と
な
っ
て
い
る
。
冬
の
句
が
一
番
多
い
の
は
、
朱
鱗
洞
の
対
象
物
把
握
に
お
け
る
好
み
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
各
季
節
ご
と
に
、
使
用
数
の
多
い
も
の
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
春
の
部
（（
）
内
の
数
は
句
数
を
示
す
。
以
下
同
じ
）
 
春
（
は
る
）
の
語
が
付
く
も
の
（
９
）
（
は
る
の
日
（
２
）、
は
る
の
夜
（
２
）、
春
山
（
１
）、
春
（
１
）、
春
の
雪
（
１
）、
は
る
ひ
（
１
）、
は
る
の
月
（
１
））
 
蝶
（
蝶
々
）（
５
）、
 
桜
（
さ
く
ら
）（
４
）、
 
椿
（
４
）、
 
霞
（
霞
む
）（
３
）
等
。
夏
の
部
１８８
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
九
 
 
（
７
）、

蓮
（
３
）、

夏
の
夕
べ
（
２
）
等
。
秋
の
部

月
の
語
が
付
く
も
の
（
１６
）
（
三
日
月
（
６
）、
月
（
６
）、
月
夜
（
４
））

虫
（
５
）、
鵙
（
５
）、
紅
葉
（
３
）
等
。
冬
の
部

枯
の
語
の
付
く
も
の
（
８
）
（
枯
葉
（
３
）、
枯
る
る
草
（
２
）、
か
れ
く
さ
（
１
）、
枯
れ
て
あ
る
草
（
１
）、
草
は
枯
る
る
（
１
））

雪
（
６
）、

小
春
（
５
）、

風
邪
（
４
）、

冬
田
（
４
）、

し
ぐ
れ
（
３
）
等
。
使
用
さ
れ
て
い
る
季
語
の
種
類
は
多
く
な
い
が
、
朱
鱗
洞
の
好
み
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
多
い
。
例
え
ば
、〈
春
〉
で
は
蝶
、
椿
、
桜
、〈
夏
〉
で
は
 
、〈
秋
〉
で
は
月
、
虫
、
鵙
、〈
冬
〉
で
は
雪
、
小
春
、
風
邪
の
類
で
あ
る
。
な
お
、「
習
作
」
と
「
雑
吟
」
と
で
は
、
そ
の
割
合
は
お
お
む
ね
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。「
習
作
」
で
は
、
二
一
六
句
中
一
一
〇
句
で
占
め
る
率
は
約
五
一
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
雑
吟
」で
は
、
一
一
二
句
中
一
〇
三
句
で
約
九
二
％
と
な
っ
て
い
る
。
初
期
の
作
品
を
収
め
た
「
雑
吟
」
に
お
い
て
は
、
季
語
は
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
お
り
、
井
泉
水
の
季
語
無
用
の
主
張
に
添
う
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
 
音
数
・
リ
ズ
ム
初
期
自
由
律
俳
句
の
世
界
で
活
躍
し
た
朱
鱗
洞
は
、
そ
の
作
品
の
中
で
ど
の
よ
う
に
音
数
律
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
由
律
俳
句
の
場
合
、
五
音
・
七
音
と
い
っ
た
音
数
の
と
ら
え
方
に
は
、
個
人
差
が
あ
り
、
不
確
定
要
素
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
一
〇
１８７
こ
こ
で
は
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
語
句
の
音
数
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
句
と
し
て
の
リ
ズ
ム
と
い
う
と
ら
え
方
は
別
の
観
点
に
立
つ
必
要
が
あ
る
。
上
五
・
中
七
・
下
五
に
区
分
し
た
場
合
の
概
数
を
、
次
に
記
す
こ
と
に
す
る
。
ア
上
五
・
中
七
・
下
五
〈
上
五
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
八
一
句
二
四
・
七
％
 
六
音
七
四
句
二
二
・
六
％
 
七
音
一
一
九
句
三
六
・
二
％
 
八
音
二
八
句
八
・
五
％
〈
中
七
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
一
〇
五
句
三
二
・
〇
％
 
六
音
一
〇
句
三
・
〇
％
 
七
音
一
〇
八
句
三
二
・
九
％
 
八
音
九
〇
句
二
七
・
四
％
〈
下
五
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
一
八
六
句
五
五
・
八
％
 
七
音
五
七
句
一
七
・
四
％
 
八
音
五
三
句
一
六
・
二
％
（
パ
ー
セ
ン
ト
は
『
礼
讃
』
三
二
八
句
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。）
ま
た
、「
習
作
」
と
「
雑
吟
」
と
に
お
け
る
、
そ
の
使
用
状
況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
１８６
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
一
一
「
習
作
」
「
雑
吟
」
〈
上
五
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
二
〇
・
八
％
三
二
・
一
％
 
六
音
一
七
・
六
％
三
二
・
一
％
 
七
音
四
一
・
二
％
二
六
・
八
％
 
八
音
一
一
・
一
％
三
・
六
％
〈
中
七
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
二
八
・
二
％
四
二
・
〇
％
 
六
音
三
・
二
％
二
・
七
％
 
七
音
三
九
・
八
％
一
七
・
〇
％
 
八
音
二
〇
・
八
％
四
〇
・
二
％
〈
下
五
の
音
数
に
つ
い
て
〉
 
五
音
五
五
・
一
％
五
九
・
八
％
 
七
音
二
二
・
七
％
五
〇
・
九
％
 
八
音
九
・
三
％
四
六
・
四
％
（
パ
ー
セ
ン
ト
は
「
習
作
」
二
一
六
句
、「
雑
吟
」
一
一
二
句
に
占
め
る
割
合
で
あ
る
。）
「
習
作
」
の
部
と
「
雑
吟
」
の
部
と
を
比
べ
て
み
て
も
、
そ
の
傾
向
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
由
律
俳
句
の
特
徴
で
あ
る
自
由
な
リ
ズ
ム
は
み
ら
れ
る
が
、「
五
音
」「
七
音
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
自
由
律
俳
句
の
中
で
も
そ
の
初
期
に
属
す
る
作
家
だ
け
に
、
音
数
の
自
由
さ
は
そ
れ
ほ
ど
顕
著
で
は
な
い
。
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
一
二
１８５
イ五
七
五
の
定
型
句
い
わ
ゆ
る
五
七
五
の
定
型
句
は
、
次
の
八
句
で
あ
る
。
か
が
や
き
の
き
は
み
し
ら
波
う
ち
返
し
こ
ん
こ
ん
と
雨
降
り
山
の
鳥
が
啼
く
し
く
し
く
と
 
鳴
き
暮
の
雨
光
る
ふ
う
り
ん
に
さ
び
し
い
か
ぜ
が
な
が
れ
ゆ
く
さ
さ
や
か
に
芽
麦
育
て
の
砂
盛
り
て
鼻
風
邪
の
火
鉢
い
ぢ
り
の
夜
更
け
た
り
果
樹
の
虫
焼
く
三
日
月
の
凪
さ
び
し
鵙
夕
べ
寝
ね
覚
め
の
児
に
雲
見
す
る
五
七
五
の
定
型
と
は
い
え
、
句
の
末
に
用
言
を
多
く
用
い
る
な
ど
リ
ズ
ム
の
自
由
さ
が
、
流
れ
る
よ
う
な
滑
ら
か
さ
、
伸
び
や
か
さ
を
生
み
出
し
て
い
る
点
は
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ウ
か
な
書
き
の
句
表
記
の
点
で
、
か
な
の
み
を
使
用
し
て
い
る
句
は
、
次
の
三
句
で
あ
る
。
あ
ら
し
の
ま
へ
の
さ
く
ら
う
つ
う
つ
し
づ
ま
れ
る
ふ
う
り
ん
に
さ
び
し
い
か
ぜ
が
な
が
れ
ゆ
く
れ
う
ら
ん
の
は
な
の
は
る
ひ
を
ふ
ら
せ
る
「
れ
う
ら
ん
」
の
句
に
つ
い
て
い
え
ば
、「
れ
う
ら
ん
」
は
「
撩
乱
、
繚
乱
」
で
花
な
ど
が
た
く
さ
ん
咲
き
乱
れ
て
い
る
よ
う
す
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。「
は
な
」「
は
る
ひ
」「
ふ
ら
せ
る
」
の
語
の
頭
に
「
ハ
行
」
音
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柔
１８４
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
一
三
ら
か
な
、
伸
び
や
か
さ
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
句
の
雰
囲
気
を
表
現
す
る
に
は
、
や
は
り
か
な
書
き
が
最
適
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
か
な
書
き
の
三
句
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
流
れ
る
よ
う
な
滑
ら
か
さ
、
柔
ら
か
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
句
末
の
表
現
を
動
詞
止
め
に
す
る
な
ど
効
果
的
な
表
現
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
エ
短
律
い
わ
ゆ
る
「
十
七
音
」
よ
り
も
短
い
句
を
「
短
律
」
と
い
う
が
、
そ
れ
に
該
当
す
る
句
は
一
一
句
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
も
一
五
音
、
一
六
音
の
句
で
、
一
七
音
に
近
い
も
の
で
、
尾
崎
放
哉
、
種
田
山
頭
火
等
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
極
端
に
短
い
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
オ
リ
ズ
ム
自
由
律
俳
句
の
特
色
の
一
つ
に
、
定
型
破
壊
と
い
う
分
野
が
あ
る
が
、
朱
鱗
洞
の
場
合
、
お
お
む
ね
次
の
三
通
り
の
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
第
一
の
方
法
三
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
五
音
・
七
音
な
ど
も
多
く
用
い
ら
れ
る
。
巻
葉
巻
芭
蕉
徳
に
隠
れ
し
智
を
惜
し
む
（
明
治
四
四
年
一
〇
月
）
囚
徒
渡
す
に
裏
橋
の
あ
り
行
々
子
（
明
治
四
四
年
一
〇
月
）
先
き
の
駕
籠
に
変
事
あ
る
よ
な
鵙
鳴
い
て
（
明
治
四
五
年
一
月
）
君
が
長
屋
を
狂
歌
師
も
住
む
茶
の
花
に
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
一
四
１８３
（
明
治
四
五
年
三
月
）
第
二
の
方
法
五
音
・
七
音
を
交
え
な
が
ら
、
四
つ
の
部
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
句
で
あ
る
。
該
当
す
る
句
は
少
な
い
。
泊
り
強
ひ
し
主
よ
り
と
う
覚
め
て
蓮
に
（
大
正
二
年
一
〇
月
）
写
真
師
連
る
る
訪
問
を
家
並
柿
赤
き
（
大
正
二
年
二
月
）
大
根
吊
る
す
に
手
伝
う
て
心
和
ぐ
日
次
ぐ
（
大
正
三
年
一
月
）
第
三
の
方
法
リ
ズ
ム
の
と
ら
え
方
に
は
、
鑑
賞
者
に
よ
っ
て
違
い
が
出
て
く
る
が
、
お
お
む
ね
二
つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
場
合
で
あ
る
。
晩
年
の
も
の
に
は
、
こ
の
傾
向
を
示
し
た
も
の
が
多
い
。
枕
元
ま
で
日
の
さ
す
二
階
風
邪
二
日
か
ろ
く
濡
れ
し
新
聞
を
読
む
に
雨
暗
き
（
以
上
、
大
正
三
年
三
月
）
舟
を
の
ぼ
れ
ば
島
人
の
墓
が
見
え
わ
た
り
麦
は
正
し
く
伸
び
て
ゆ
き
列
を
つ
く
り
た
り
牛
の
ま
な
こ
に
あ
つ
め
た
る
力
燃
ゆ
る
な
り
日
ぐ
れ
の
そ
り
と
戻
り
て
来
た
り
山
よ
り
の
男
１８２
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
一
五
（
以
上
、
大
正
七
年
六
月
）
（
傍
線
は
引
用
者
。）
こ
の
三
つ
の
タ
イ
プ
に
は
、
リ
ズ
ム
の
上
で
、
初
期
自
由
律
俳
句
が
そ
の
特
質
を
展
開
し
、
定
着
し
て
い
く
過
程
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
特
に
、
第
三
の
方
法
は
朱
鱗
洞
の
晩
年
に
お
け
る
一
つ
の
到
達
点
で
、
井
泉
水
も
称
讃
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
彼
の
代
表
作
品
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
 
副
詞
副
詞
の
分
類
方
法
に
も
よ
る
が
、
約
四
四
種
類
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
使
用
回
数
の
多
い
語
を
挙
げ
る
と
、
す
こ
し
（
３
）、
そ
ぞ
ろ
（
２
）、
し
み
じ
み
（
２
）、
ひ
そ
と
（
２
）
等
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
「
〜
と
」
の
型
の
副
詞
は
非
常
に
多
く
、
作
者
独
得
の
用
い
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
の
っ
そ
り
と
、
ど
っ
と
、
し
く
し
く
と
、
こ
ん
も
り
と
、
し
み
じ
み
と
、
ず
ん
と
、
は
ろ
ば
ろ
と
、
あ
か
あ
か
と
、
じ
ん
わ
り
と
、
な
が
な
が
と
、
ぬ
く
ぬ
く
と
、
さ
ら
さ
ら
と
、
ひ
え
び
え
と
、
し
げ
し
げ
と
、
ひ
そ
と
、
か
ら
と
、
ゆ
っ
く
り
と
、
ふ
は
と
等
。
朱
鱗
洞
の
句
に
お
け
る
副
詞
の
用
い
方
は
、
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
句
の
雰
囲
気
を
引
き
立
て
、
効
果
的
な
使
用
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
独
得
な
用
い
方
の
な
さ
れ
て
い
る
、
い
く
つ
か
の
句
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
小
鯛
き
ん
き
ん
光
り
は
ね
し
が
手
に
し
た
り
（
大
正
七
年
五
月
）
「
き
ん
き
ん
」
は
、
意
味
の
と
り
に
く
い
副
詞
で
あ
る
。「
 
々
」（
わ
ず
か
、
少
し
）
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
「
欣
々
」
の
意
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
小
鯛
の
は
ね
る
様
子
が
生
き
生
き
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
一
六
１８１
並
松
ひ
た
す
水
田
ひ
そ
と
海
ぎ
は
に
（
大
正
三
年
四
月
）
田
螺
ひ
そ
と
夕
澄
ま
す
田
あ
る
踏
切
に
（
大
正
三
年
五
月
）
「
ひ
そ
」
は
、「
ひ
っ
そ
り
」
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。「
水
田
」「
田
螺
」
の
有
り
様
が
活
写
さ
れ
て
い
る
。
し
く
し
く
と
 
鳴
き
暮
の
雨
光
る
（
大
正
五
年
一
〇
月
）
朱
鱗
洞
ら
し
い
発
想
で
あ
る
。
 
が
「
し
く
し
く
と
」
鳴
く
と
い
う
と
ら
え
方
は
、
非
常
に
珍
し
く
、
ざ
ん
新
で
あ
る
。「
暮
の
雨
光
る
」
と
「
し
く
し
く
と
鳴
く
 
」
と
の
取
り
合
わ
せ
が
、
独
得
な
情
緒
を
生
み
出
し
て
い
る
。
み
ど
り
木
が
ず
ん
と
立
ち
一
す
ぢ
に
鳴
く
 
（
大
正
五
年
八
月
）
「
ず
ん
と
」
は
、「
は
る
か
に
、
ず
っ
と
」
と
い
う
ぐ
ら
い
の
意
味
で
あ
ろ
う
。「
ず
ん
と
」
と
い
う
語
と
「
一
す
ぢ
」
の
語
が
、
緊
密
に
結
び
合
っ
て
季
節
感
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
根
笹
に
埋
れ
攀
づ
身
に
小
春
空
か
ら
と
（
大
正
三
年
二
月
）（
傍
線
は
引
用
者
。）
「
か
ら
と
」
は
、「
か
ら
っ
と
」
を
圧
縮
し
た
言
い
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
句
は
、「
滝
口
へ
登
ら
ん
と
し
て
踏
迷
ふ
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
小
春
の
空
の
「
明
る
く
さ
わ
や
か
に
、
晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
る
さ
ま
」
が
、「
か
ら
と
」
と
い
う
簡
潔
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
巧
み
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
１８０
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
一
七
 形
容
詞
形
容
詞
は
、
約
九
二
句
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
形
容
詞
の
用
い
方
で
、
特
色
の
あ
る
こ
と
と
し
て
は
、「
淋
し
」
関
係
の
語
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
の
一
九
句
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
朱
鱗
洞
の
句
風
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。
淋
し
き
花
が
あ
れ
ば
蝶
蝶
は
寄
り
て
行
き
け
り
ふ
う
り
ん
に
さ
び
し
い
か
ぜ
が
な
が
れ
ゆ
く
夜
の
雨
の
太
さ
淋
し
う
居
り
ぬ
杉
間
桜
の
淋
し
き
春
に
遇
ひ
し
雪
待
つ
間
の
山
さ
ぶ
し
う
も
晴
る
る
か
な
畑
は
淋
し
う
林
の
中
に
鋤
か
れ
た
れ
路
地
の
宵
淋
し
き
月
が
懸
っ
て
ゐ
た
り
わ
が
淋
し
き
日
に
そ
だ
ち
ゆ
く
秋
芽
か
な
剃
れ
ば
明
る
き
淋
し
き
顔
と
な
り
し
夕
淋
し
い
灯
と
思
ふ
に
川
が
流
れ
を
る
大
根
引
き
ゆ
く
兄
等
が
淋
し
か
く
生
き
て
な
ま
じ
帰
省
を
淋
し
き
日
つ
ぐ
鴨
鳴
い
て
見
舞
菓
子
を
児
に
遣
り
て
虻
の
晴
淋
し
伸
見
送
る
村
の
子
が
淋
し
夕
野
火
に
果
樹
の
虫
焼
く
三
日
月
の
凪
さ
び
し
子
等
に
淋
し
う
杜
伐
る
や
小
鳥
来
る
秋
を
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
一
八
１７９
丘
に
立
つ
時
蝶
淋
し
芥
煙
暮
る
借
り
座
布
団
も
干
し
返
す
翌
を
蝶
淋
し
港
山
は
高
張
が
さ
び
し
鳴
く
千
鳥
（
傍
線
は
引
用
者
。）
一
九
首
の
う
ち
、「
淋
し
」
は
一
五
句
、
か
な
書
き
は
四
句
と
な
っ
て
い
る
。
本
来
、「
寂
」
は
「
家
の
中
に
人
が
お
ら
ず
ひ
っ
そ
り
し
て
い
る
」
意
に
、「
淋
」
は
「
水
を
そ
そ
ぐ
意
よ
り
出
て
、
物
さ
び
し
い
」
意
に
用
い
ら
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、「
寂
し
」
の
表
記
・
語
感
で
用
い
ら
れ
た
句
は
な
い
。
ま
た
、「
淋
し
」
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
中
に
「
蝶
」
が
あ
る
。「
蝶
」
を
「
淋
し
」
と
思
う
心
情
は
、
独
得
な
用
い
方
で
あ
り
、
朱
鱗
洞
ら
し
い
一
側
面
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
井
手
逸
郎
は
「
淋
し
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い（
２
）
る
。
「
主
語
的
な
淋
し
さ
」
と
「
述
語
的
な
淋
し
さ
」
の
二
つ
が
あ
る
。
朱
鱗
洞
に
あ
る
の
は
「
主
語
的
な
淋
し
さ
」
―
本
質
的
な
淋
し
さ
で
あ
る
。
主
語
的
淋
し
さ
、
本
質
的
な
淋
し
さ
と
は
、
も
と
よ
り
心
情
の
深
い
と
こ
ろ
で
の
淋
し
さ
の
こ
と
で
あ
る
。
付
属
的
淋
し
さ
で
な
く
、
本
質
的
淋
し
さ
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
は
信
と
い
う
も
の
の
淋
し
さ
で
あ
る
。
こ
の
論
で
は
、「
主
語
的
な
淋
し
さ
」と
い
う
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
が
、
含
蓄
の
あ
る
意
見
で
あ
る
。
朱
鱗
洞
に
と
っ
て
、「
淋
し
」
と
い
う
概
念
は
、
彼
自
身
の
生
き
方
そ
の
も
の
の
中
に
あ
る
本
質
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
彼
の
晩
年
で
あ
る
大
正
七
年
以
降
で
は
、「
淋
し
」
を
用
い
た
句
は
作
ら
れ
て
い
な
い
。
主
観
的
な
意
味
合
い
の
強
い
語
で
あ
る
だ
け
に
、
晩
年
に
使
用
し
て
い
な
い
の
は
意
図
的
な
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
形
容
詞
の
用
法
の
特
徴
と
し
て
、「
ウ
音
便
」
の
使
用
が
あ
る
。
よ
う
、
重
た
う
、
淋
し
う
、
早
う
、
快
う
、
ひ
ろ
う
、
深
う
、
円
う
、
浅
う
、
短
か
う
、
明
る
う
、
な
つ
か
し
う
、
寒
う
、
と
う
、
暖
か
う
等
。
１７８
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
一
九
な
ど
の
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ウ
音
便
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
柔
ら
か
な
語
感
を
生
み
出
す
の
に
役
立
っ
て
い
る
。
彼
の
心
情
・
人
柄
の
う
か
が
え
る
用
法
と
い
っ
て
よ
い
。
 
形
容
動
詞
形
容
動
詞
の
用
法
は
、
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。
 「
〜
に
」
の
形
し
づ
か
に
、
静
か
に
、
ひ
そ
や
か
に
、
ゆ
た
か
に
、
か
ろ
や
か
に
、
は
る
か
に
、
ほ
の
か
に
、
か
が
や
か
に
、
さ
さ
や
か
に
、
つ
づ
ま
や
か
に
、
は
る
か
に
、
寒
げ
に
、
悲
し
げ
に
等
。
 「
〜
な
」
の
形
わ
づ
か
な
、
や
す
ら
か
な
、
お
ほ
ら
か
な
、
明
ら
か
な
、
親
し
げ
な
、
か
が
や
か
な
、
暖
か
な
等
。
 「
〜
な
る
」
の
形
か
す
か
な
る
、
ひ
そ
か
な
る
、
静
か
な
る
等
。
こ
れ
ら
の
語
の
中
で
、「
ひ
そ
や
か
に
、
か
が
や
か
に
、
つ
づ
ま
や
か
に
、
ひ
そ
か
な
る
」
な
ど
は
、
文
語
的
な
語
感
の
強
い
語
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
自
由
律
俳
句
を
目
指
し
て
い
た
朱
鱗
洞
の
句
に
は
、
語
彙
及
び
そ
の
語
感
等
に
お
い
て
、
定
型
俳
句
の
要
素
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
形
容
動
詞
を
効
果
的
に
活
用
し
た
句
を
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
あ
ら
し
の
ま
へ
の
さ
く
ら
う
つ
う
つ
し
づ
ま
れ
る
（
大
正
七
年
六
月
）
「
う
つ
う
つ
」
は
、「
気
が
め
い
っ
て
晴
れ
晴
れ
し
な
い
さ
ま
」
を
表
す
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
―
―
と
し
て
」
の
形
で
用
い
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
二
〇
１７７
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
形
容
動
詞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
朱
鱗
洞
は
、「
う
つ
う
つ
」
と
そ
の
語
幹
を
巧
み
に
用
い
て
お
り
、
独
得
の
用
法
と
い
え
る
。「
あ
ら
し
の
ま
へ
の
さ
く
ら
」の
様
子
を
自
分
の
心
情
と
重
ね
て
表
現
し
た
も
の
で
、
か
な
書
き
と
あ
い
ま
っ
て
効
果
的
な
使
用
と
な
っ
て
い
る
。
海
が
展
く
る
と
こ
ろ
か
が
や
か
に
風
高
き
（
大
正
五
年
一
月
）
（
傍
線
は
引
用
者
。）
「
か
が
や
か
に
」
は
、
動
詞
「
か
が
や
く
」「
か
が
や
か
す
」
と
形
容
詞
「
か
が
や
か
し
い
」
か
ら
連
想
し
て
用
い
た
語
で
あ
ろ
う
。
表
現
の
仕
方
と
し
て
は
、
リ
ズ
ム
の
上
で
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
自
由
律
の
句
で
あ
る
が
、
こ
の「
か
が
や
か
に
」の
語
は
、
文
語
の
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
か
え
っ
て
生
き
生
き
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
て
、
格
調
高
い
句
と
な
っ
て
い
る
。
 
句
末
表
現
『
礼
讃
』
三
二
八
句
の
句
末
表
現
の
主
な
も
の
は
、
動
詞
止
め
八
一
句
、
助
動
詞
止
め
六
六
句
、
体
言
止
め
六
四
句
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
動
詞
止
め
の
内
訳
は
、
連
用
形
一
三
句
、
終
止
形
五
九
句
、
連
体
形
九
句
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
終
止
形
の
う
ち
、
サ
変
、
カ
変
、
ラ
変
の
動
詞
に
は
口
語
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
く
る
」「
あ
る
」「
す
る
」
な
ど
で
あ
る
。
助
動
詞
止
め
で
は
、
文
語
の
助
動
詞
が
す
べ
て
を
占
め
て
い
る
。
例
え
ば
、「
し
（
１５
）、
た
り
（
１２
）、
り
（
１０
）、
な
り
（
９
）、
け
り
（
５
）、
る
（
４
）、
ぬ
（
４
）、
ず
（
２
）、
た
れ
（
２
）、
つ
（
１
）、
な
る
（
１
）、
た
る
（
１
）」
等
で
あ
る
。
自
由
律
俳
句
の
初
期
の
俳
人
と
し
て
の
朱
鱗
洞
に
と
っ
て
、
助
動
詞
止
め
の
用
法
が
文
語
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
１７６
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
二
一
体
言
止
め
で
は
、
使
用
数
の
多
い
語
は
、
次
の
二
語
で
あ
る
。
特
に
、
そ
の
使
用
に
当
た
っ
て
の
特
徴
は
み
ら
れ
な
い
。
 「
日
」
で
終
わ
る
も
の
（
４
）
（
か
が
や
く
日
、
流
る
る
日
、
海
照
る
日
、
蝶
見
る
日
）
 「
山
」
で
終
わ
る
も
の
（
３
）
（
山
、
暮
れ
て
ゆ
く
山
、
禿
げ
し
山
）
 
切
れ
字
定
型
俳
句
に
お
い
て
、
切
れ
字
は
代
表
的
な
表
現
手
法
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
朱
鱗
洞
の
場
合
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
れ
字
の
取
り
扱
い
方
に
は
、
種
々
の
方
法
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
代
表
的
な
「
か
な
」「
や
」「
け
り
」
の
三
語
に
つ
い
て
、
そ
の
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
使
用
数
は
、「
か
な
」
一
九
句
、「
や
」
四
句
、「
け
り
」
五
句
と
な
っ
て
い
る
。
三
二
八
句
に
占
め
る
割
合
は
、
約
一
割
弱
で
あ
る
。
朱
鱗
洞
の
場
合
、
ま
だ
ま
だ
定
型
俳
句
の
域
を
十
分
に
脱
し
き
れ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
「
習
作
」
と
「
雑
吟
」
と
に
お
け
る
切
れ
字
の
用
法
の
違
い
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
「
習
作
」…「
か
な
」（
１９
）、「
や
」（
１
）、「
け
り
」（
５
）
「
雑
吟
」…「
か
な
」（
０
）、「
や
」（
３
）、「
け
り
」（
０
）
こ
れ
を
み
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
晩
年
の
作
品
で
は
「
か
な
」
を
多
く
、
初
期
の
作
品
に
お
い
て
は
「
や
」
の
み
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
切
れ
字
が
「
雑
吟
」
に
比
べ
て
、
晩
年
の
「
習
作
」
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と
を
意
味
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
二
二
１７５
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
切
れ
字
は
、
朱
鱗
洞
の
場
合
こ
れ
と
い
っ
た
意
図
の
も
と
に
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。
今
後
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。
四
「
層
雲
」
句
集
と
の
関
連
 
『
自
然
の
扉
』
『
自
然
の
扉
』
は
、
層
雲
第
一
句
集
で
大
正
三
年
八
月
、
東
雲
堂
書
店
か
ら
井
泉
水
の
編
集
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
四
四
年
井
泉
水
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
た
雑
誌『
層
雲
』に
拠
る
人
々
の
第
一
選
集
で
、
季
題
別
に
八
百
句
余
り
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
自
由
律
を
提
唱
し
た
井
泉
水
の
も
と
に
あ
っ
て
、
印
象
詩
風
・
象
徴
詩
風
の
句
の
多
い
の
が
特
色
で
あ
る
。
こ
の
句
集
は
、「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
ま
だ
ま
だ
季
題
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
朱
鱗
洞
の
句
は
、「
春
」
に
一
二
句
、「
夏
」
に
八
句
、「
秋
」
に
一
九
句
、「
冬
」
に
二
一
句
と
六
〇
句
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。
季
語
（
季
題
）
別
の
採
録
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 「
春
」…
暖
（
１
）、
霞
（
２
）、
春
山
（
１
）、
凧
（
１
）、
鞦
韆
（
２
）、
蝶
（
２
）、
椿
（
２
）、
柳
（
１
）
 「
夏
」…
夏
夕
（
１
）、
夏
の
月
（
１
）、
清
水
（
１
）、
裕
（
２
）、
金
魚
（
１
）、
蓮
（
２
）
 「
秋
」…
夜
寒
（
１
）、
霧
（
１
）、
野
分
（
１
）、
三
日
月
（
２
）、
月
（
１
）、
稲
妻
（
１
）、
燈
籠
（
２
）、
百
千
鳥
（
４
）、
散
る
柳
（
１
）、
銀
杏
（
１
）、
栗
（
２
）、
野
菊
（
１
）、
芒
（
１
）
 「
冬
」…
小
春
（
３
）、
短
日
（
１
）、
冬
夜
（
１
）、
寒
さ
（
２
）、
寒
中
（
１
）、
時
雨
（
１
）、
氷
（
１
）、
冬
の
月
（
１
）、
冬
田
（
２
）、
煤
掃
（
２
）、
蒲
団
（
１
）、
千
鳥
（
１
）、
枯
蘆
（
２
）、
大
根
（
２
）
１７４
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
二
三
と
こ
ろ
で
、『
礼
讃
』
に
は
、『
自
然
の
扉
』
六
〇
句
の
う
ち
四
八
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
句
は
、
井
泉
水
が
意
図
的
に
除
外
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
句
に
は
、
と
も
す
れ
ば
や
や
難
解
で
一
人
よ
が
り
の
内
容
を
持
つ
句
が
多
い
。
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
句
に
は
そ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
煤
黒
顔
も
夕
霞
た
ま
さ
か
に
出
て
野
分
後
を
箕
干
す
物
跛
鶏
あ
り
て
野
菊
さ
び
し
う
泥
乾
く
風
日
地
蔵
据
う
電
柱
塗
れ
る
日
和
町
芒
山
越
え
し
宮
の
杉
枯
れ
日
に
見
ま
さ
り
つ
寒
搗
き
す
軌
道
照
ら
す
月
あ
る
を
蓮
田
動
く
も
の
な
お
、
こ
の
時
期
の
句
に
つ
い
て
、
俳
人
秋
山
秋
紅
蓼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い（
３
）
る
。
畜
生
に
煮
る
物
か
月
寒
き
土
間
に
（
明
治
四
五
・
三
）
蜩
や
か
く
も
一
夕
話
の
感
化
（
大
正
二
・
二
）
灯
し
静
か
に
金
魚
見
る
祭
り
戻
り
し
児
（
大
正
二
・
七
）
溝
浚
へ
し
て
夏
夕
べ
雲
赤
き
（
大
正
二
・
七
）
新
傾
向
か
ら
自
由
律
へ
の
過
渡
期
の
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
句
を
取
っ
て
見
て
も
立
派
で
あ
る
。
前
二
句
な
ど
は
今
日
の
定
型
陣
の
中
へ
入
れ
て
も
見
劣
り
は
し
な
い
。
殊
に
溝
浚
へ
の
句
は
現
実
的
だ
。
雲
赤
き
と
リ
ア
ル
な
描
写
は
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
（（
）
内
の
年
月
は
引
用
者
注
。）
『
礼
讃
』
で
い
え
ば
、「
雑
吟
」
か
ら
「
習
作
」
へ
と
移
行
す
る
ご
ろ
の
作
品
に
つ
い
て
の
論
で
あ
る
。
句
の
選
別
を
は
じ
め
的
確
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
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山
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 
『
生
命
の
木
』
『
生
命
の
木
』
は
、
層
雲
第
二
句
集
と
し
て
、
大
正
六
年
一
二
月
、
井
泉
水
の
編
集
に
よ
っ
て
、
層
雲
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
第
一
句
集
『
自
然
の
扉
』
以
後
三
年
間
に
井
泉
水
の
選
を
経
て
『
層
雲
』
に
発
表
さ
れ
た
作
品
の
中
か
ら
一
、
一
二
七
句
が
作
者
別
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
自
由
律
の
提
唱
、
季
題
無
用
論
が
は
っ
き
り
実
践
に
移
さ
れ
た
句
集
と
い
え
る
。
朱
鱗
洞
の
句
は
、
三
二
句
採
録
さ
れ
て
お
り
、
後
の
『
礼
讃
』
に
は
す
べ
て
の
句
が
採
ら
れ
て
い
る
。『
礼
讃
』
の
「
月
明
抄
」
（
大
五
・
一
）
か
ら
「
水
の
輪
」（
大
五
・
一
〇
）
ま
で
の
句
は
八
四
句
で
あ
る
の
で
、
そ
の
三
七
％
余
り
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
朱
鱗
洞
の
句
は
、『
生
命
の
木
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
句
の
直
前
、
大
正
三
年
四
月
を
契
機
と
し
て
、
自
由
律
の
リ
ズ
ム
へ
と
大
き
く
進
展
し
て
い
る
。
特
に
、「
砂
上
雑
吟
」（
大
正
三
年
四
月
）
あ
た
り
の
句
に
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。日
光
し
み
じ
み
と
松
原
に
伸
ぶ
麦
畑
が
※
丘
の
家
も
な
き
松
原
に
青
む
麦
汽
笛
を
り
を
り
砂
山
た
ど
る
三
人
の
み
に
空
仰
げ
ば
紺
青
の
海
の
高
ま
さ
る
※
雲
雀
鳴
く
鳴
く
揚
が
る
浪
音
に
つ
つ
ま
れ
て
丘
に
読
む
新
聞
に
か
ぎ
ろ
へ
る
海
※
並
松
ひ
た
す
水
田
や
ひ
そ
と
海
ぎ
は
に
は
ら
ば
ひ
し
砂
草
の
あ
は
れ
花
持
て
る
※
電
車
の
灯
に
夜
と
な
り
し
野
辺
の
海
の
風
１７２
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
二
五
※
月
夜
は
る
か
に
沖
通
ひ
の
白
き
船
出
づ
る
（
以
上
、
大
正
三
年
四
月
）
井
泉
水
も
『
生
命
の
木
』
の
巻
末
に
、『
自
然
の
扉
』
と
『
生
命
の
木
』
の
間
の
「
時
代
的
連
鎖
」
を
示
す
句
と
し
て
、
※
の
句
を
採
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、
リ
ズ
ム
・
用
語
等
の
点
で
、
自
由
律
へ
の
飛
躍
の
み
ら
れ
る
時
期
の
作
品
で
、
朱
鱗
洞
の
句
風
の
方
向
付
け
が
な
さ
れ
た
時
期
の
作
品
と
し
て
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
。
次
に
挙
げ
る
句
は
、『
生
命
の
木
』
の
中
の
彼
の
代
表
作
で
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
く
し
く
と
 
鳴
き
暮
の
雨
光
る
（
大
正
五
年
一
〇
月
）
ま
づ
し
き
夕
餉
し
た
た
む
る
灯
の
す
ず
し
さ
よ
（
大
正
五
年
九
月
）
月
夜
に
濡
れ
て
わ
か
葉
や
さ
し
う
疲
れ
た
り
森
の
中
陽
に
と
ど
く
椎
は
花
ざ
か
り
（
以
上
、
大
正
五
年
八
月
）
木
を
伐
る
音
の
曇
り
ひ
く
雪
と
な
る
ぞ
よ
あ
か
あ
か
と
枯
る
る
草
た
け
を
そ
ろ
へ
て
（
以
上
、
大
正
五
年
三
月
）
足
袋
濯
げ
ば
干
す
ほ
ど
の
日
ざ
し
来
ぬ
（
大
正
五
年
二
月
）
し
ほ
ざ
ゐ
ほ
の
か
に
月
落
ち
し
あ
と
か
な
松
原
し
づ
か
に
夕
汐
は
響
い
て
ゐ
た
れ
と
あ
る
路
地
口
し
げ
し
げ
と
虫
が
鳴
い
て
ゐ
し
（
以
上
、
大
正
五
年
一
月
）
こ
れ
ら
の
句
に
は
、
朱
鱗
洞
の
人
柄
が
よ
く
出
て
お
り
、
し
み
じ
み
と
し
た
情
感
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
リ
ズ
ム
、
語
句
の
用
い
方
な
ど
、
自
由
律
完
成
へ
の
過
程
に
お
け
る
成
熟
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
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「
松
原
」
の
句
に
つ
い
て
、
井
泉
水
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い（
４
）
る
。
…
…
と
う
と
う
と
鳴
る
浪
の
音
楽
が
今
や
そ
の
高
潮
に
達
し
た
る
強
調
を
以
て
奏
せ
ら
れ
て
い
る
。－
永
遠
の
曲－
自
然
の
呼
吸
を
さ
な
が
ら
に
伝
へ
る
単
純
な
而
し
て
力
強
い
此
の
奏
べ
に
は
、
足
許
の
白
い
砂
の
美
し
い
石
こ
ろ
や
小
草
ま
で
じ
っ
と
聴
き
入
っ
て
い
る
や
う
な
―
―
。
ま
し
て
、
鋭
く
敏
い
神
経
の
や
う
に
慓
へ
て
い
る
の
は
、
青
々
と
細
い
松
の
葉
で
あ
る
。
 
『
光
明
三
昧
』
『
光
明
三
昧
』
は
、
層
雲
第
三
句
集
で
、
大
正
九
年
一
月
層
雲
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
雑
誌
『
層
雲
』
に
、
大
正
六
年
四
月
か
ら
大
正
八
年
三
月
ま
で
に
掲
載
さ
れ
た
句
の
中
か
ら
、
作
者
二
九
一
名
、
一
、
八
四
一
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
朱
鱗
洞
の
句
は
、
四
一
句
採
ら
れ
て
い
る
。『
礼
讃
』
の
こ
の
期
間
（
大
正
七
年
一
月
か
ら
大
正
七
年
六
月
）
の
作
品
と
し
て
は
、
七
一
句
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
実
に
五
八
％
余
り
の
句
が
『
光
明
三
昧
』
に
採
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
朱
鱗
洞
は
、
大
正
七
年
一
〇
月
に
死
去
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
井
泉
水
の
朱
鱗
洞
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
礼
讃
』
の
「
序
」
の
中
で
、
井
泉
水
は
「
習
作
」
の
中
の
「
澄
心
」、「
礼
讃
」、「
海
へ
」、「
早
春
」、
「
空
林
」は
朱
鱗
洞
の
代
表
作
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
事
実
、
採
録
さ
れ
て
い
る
句
数
は
、「
澄
心
」一
〇
句
中
六
句
、「
礼
讃
」
一
〇
句
中
六
句
、「
海
へ
」
一
〇
句
中
八
句
、「
早
春
」
一
〇
句
中
八
句
、「
空
林
」
一
〇
句
中
五
句
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
点
に
お
い
て
、
朱
鱗
洞
は
そ
の
晩
年
に
お
い
て
、
初
期
自
由
律
俳
句
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
『
光
明
三
昧
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
朱
鱗
洞
の
句
の
中
か
ら
、
代
表
的
な
も
の
を
若
干
選
び
考
究
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
は
る
の
日
の
礼
讃
に
或
る
は
鉦
打
ち
鈴
を
振
り
（
大
正
七
年
五
月
）
こ
の
句
に
つ
い
て
、
楠
本
憲
吉
は
次
の
よ
う
に
解
読
し
て
い（
５
）
る
。
１７０
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
二
七
春
の
日
を
浴
び
て
念
仏
行
者
の
一
行
が
や
っ
て
く
る
。
あ
る
者
は
鉦
を
叩
き
、
あ
る
者
は
鈴
を
打
ち
ふ
り
往
生
礼
讃
偈
（
お
う
じ
ょ
う
ら
い
さ
ん
げ
）
の
経
を
念
じ
な
が
ら
。
そ
し
て
春
の
日
も
礼
讃
す
る
ご
と
く
輝
か
に
ふ
り
そ
そ
い
で
い
る
と
い
う
句
。
ま
た
、
井
上
三
喜
夫
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
し
て
い（
６
）
る
。
感
謝
巡
拝
の
志
は
、
単
純
率
直
に
自
ら
を
謙
虚
に
す
る
。
個
を
放
棄
す
る
。
個
を
無
に
す
る
と
こ
ろ
に
自
由
が
あ
り
、
平
和
が
あ
る
。（
中
略
）
だ
が
、
支
配
も
し
な
い
が
、
支
配
も
さ
れ
な
い
世
界
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
、
た
だ
、
謙
虚
な
感
謝
の
生
活
が
あ
る
。
そ
ん
な
宗
教
的
高
さ
に
朱
鱗
洞
も
生
き
た
か
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
い
ず
れ
も
、
的
を
射
た
鋭
い
鑑
賞
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
遺
稿
句
集
『
礼
讃
』
の
題
名
は
、
こ
の
句
が
出
所
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
、
彼
の
生
き
方
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
リ
ズ
ム
と
し
て
は
、
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
が
、
伸
び
や
か
に
、
穏
や
か
に「
は
る
の
日
の
礼
讃
」が
よ
ま
れ
て
い
る
。
『
礼
讃
』
で
は
、
こ
の
句
の
後
に
、「
正
し
く
鉦
を
打
つ
巡
礼
の
子
に
報
謝
」「
巡
礼
の
児
に
や
よ
雲
雀
な
い
て
を
り
」
の
句
が
続
い
て
い
る
。
明
る
く
澄
ん
だ
境
地
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
れ
で
い
て
も
の
悲
し
さ
を
漂
わ
せ
て
い
る
。
闇
に
す
っ
か
り
ひ
ら
い
た
る
桜
に
あ
ゆ
む
（
大
正
七
年
六
月
）
リ
ズ
ム
の
点
で
は
、
上
下
に
二
分
さ
れ
た
句
で
あ
る
。
闇
夜
の
中
に
満
開
と
な
っ
た
桜
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
副
詞
「
す
っ
か
り
」
が
み
ご
と
に
桜
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、「
桜
に
あ
ゆ
む
」
の
助
詞
「
に
」
の
使
用
が
極
め
て
ユ
ニ
ー
ク
で
、
流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
。
井
泉
水
は
、
次
の
よ
う
な
解
説
を
し
て
い（
７
）
る
。
空
は
ま
っ
く
ら
だ
。
漆
の
や
う
に
黒
い
夜
の
幕
が
し
っ
と
り
と
垂
れ
て
い
る
。
遠
く
音
楽
で
も
聞
こ
え
さ
う
な
甘
い
空
気
が
さ
わ
さ
わ
と
流
れ
て
い
る
。
春
だ
。
地
の
上
に
は
何
も
な
い
。
此
の
闇
の
中
に
、
闇
に
も
し
る
く
現
は
れ
た
の
は
桜
の
花
だ
。
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桜
の
咲
い
て
い
る
様
子
が
、
中
継
で
も
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
情
緒
豊
か
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
『
礼
讃
』
で
は
、
こ
の
句
の
前
に
「
あ
ら
し
の
ま
へ
の
さ
く
ら
う
つ
う
つ
し
づ
ま
れ
る
」、
ま
た
後
に
は
、「
谷
を
下
れ
ば
谷
の
さ
く
ら
も
家
に
咲
き
」
が
採
ら
れ
て
い
る
。
朱
鱗
洞
の
桜
に
寄
せ
る
思
い
は
深
い
も
の
が
あ
る
。
か
が
や
き
の
き
は
み
し
ら
波
う
ち
返
し
（
大
正
七
年
五
月
）
五
七
五
の
定
型
と
は
な
っ
て
い
る
が
、
リ
ズ
ム
と
し
て
は
、「
か
が
や
き
の
き
は
み
」
と
「
し
ら
波
う
ち
返
し
」
の
上
下
に
二
分
さ
れ
た
表
現
の
仕
方
と
な
っ
て
い
る
。
季
語
の
直
接
的
な
使
用
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
春
」
の
季
節
感
が
、「
か
が
や
き
の
き
は
み
」
に
よ
っ
て
如
実
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
季
語
の
直
接
的
な
使
用
は
な
く
て
も
、
季
節
感
を
打
ち
出
し
て
い
く
と
い
う
自
由
律
俳
句
の
一
側
面
を
み
る
思
い
が
す
る
。
松
井
幸
子
は
、
彼
の
句
風
の
変
遷
も
含
め
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
し
て
い（
８
）
る
。
初
期
の
作
風
は
「
写
真
師
連
る
る
訪
問
を
家
並
柿
赤
き
」（
大
２
）
と
い
っ
た
や
や
佶
屈
な
調
子
が
あ
っ
た
が
、
し
だ
い
に
や
わ
ら
か
な
潤
い
の
あ
る
情
感
を
見
せ
、「
明
る
さ
流
れ
て
夕
山
の
 
暮
れ
ず
」（
大
５
）「
月
夜
濡
れ
て
わ
か
葉
や
さ
し
う
疲
れ
た
り
」（
大
５
）
や
、
さ
ら
に
そ
こ
に
「
墓
を
去
ら
ん
と
し
陽
炎
う
て
を
る
土
よ
」（
大
７
）「
か
が
や
き
の
き
は
み
し
ら
波
う
ち
返
し
」（
大
７
）
と
い
う
寂
し
さ
を
秘
め
た
明
る
く
澄
ん
だ
心
境
を
作
品
に
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
「
寂
し
さ
を
秘
め
た
明
る
く
澄
ん
だ
心
境
」
と
い
う
指
摘
は
、
朱
鱗
洞
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
た
、
ま
こ
と
に
的
確
な
と
ら
え
方
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
終
わ
り
に
、『
光
明
三
昧
』
の
中
か
ら
、
ま
だ
本
論
に
採
ら
れ
て
い
な
い
句
の
う
ち
、
佳
句
と
思
わ
れ
る
も
の
を
記
し
て
、
こ
の
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
夕
風
募
る
虫
こ
そ
声
を
あ
げ
て
ゆ
く
１６８
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
二
九
を
さ
を
さ
鳥
が
渡
り
ゐ
て
空
は
輝
け
り
子
供
の
話
を
聞
い
て
や
る
闇
の
し
た
し
や
（
以
上
、
大
正
七
年
一
月
）
さ
む
き
日
向
と
思
へ
ば
人
が
火
を
焚
き
し
お
ゆ
び
に
早
く
仕
事
の
イ
ン
キ
染
み
て
朝
（
以
上
、
大
正
七
年
三
月
）
酒
を
食
う
べ
つ
な
み
だ
を
拭
き
し
父
の
顔
雀
が
可
愛
ゆ
く
ふ
く
れ
て
ゐ
た
る
朝
く
も
る
学
校
に
は
子
供
が
ま
な
ぶ
仰
い
で
行
き
け
り
人
は
林
に
い
こ
ひ
林
の
鳥
は
啼
き
（
以
上
、
大
正
七
年
四
月
）
舟
よ
傾
き
傾
き
つ
瀬
戸
を
乗
つ
切
り
し
陽
の
ま
し
た
へ
舟
を
や
り
た
り
う
し
ほ
が
あ
ふ
れ
わ
だ
の
は
ら
よ
り
ひ
と
も
鯛
つ
り
わ
れ
も
鯛
つ
り
一
天
か
き
く
も
り
艪
拍
手
そ
ろ
ひ
た
る
（
以
上
、
大
正
七
年
五
月
）
船
を
の
ぼ
れ
ば
島
人
の
墓
が
見
え
わ
た
り
馬
車
遣
り
す
ご
し
牛
車
は
 
る
か
な
し
き
牛
車
は
（
以
上
、
大
正
七
年
六
月
）
お
わ
り
に
「
野
村
朱
鱗
洞
の
世
界
」
に
つ
い
て
、
遺
稿
句
集
『
礼
讃
』
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
特
質
の
一
端
を
考
究
し
た
の
が
こ
の
論
で
あ
る
。
松
山
大
学
論
集
第
十
六
巻
第
六
号
三
〇
１６７
数
少
な
い
資
料
の
中
で
の
論
の
組
み
立
て
は
、
あ
る
種
の
偏
り
に
陥
る
の
で
は
な
い
か
と
自
戒
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
表
現
技
法
を
中
心
に
、
初
期
自
由
律
俳
句
の
も
つ
特
質
の
一
端
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
論
が
、
朱
鱗
洞
研
究
の
一
助
と
も
な
れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。
朱
鱗
洞
の
全
体
像
の
把
握
に
つ
い
て
は
、『
礼
讃
』
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
他
の
資
料
に
つ
い
て
も
、
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、『
海
南
新
聞
』、『
愛
媛
新
報
』、『
文
章
世
界
』、『
層
雲
』
等
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
を
分
析
し
、
そ
の
核
心
に
迫
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
表
記
に
つ
い
て
は
、『
礼
讃
』
を
は
じ
め
原
典
か
ら
の
引
用
は
、
漢
字
の
み
常
用
漢
字
に
直
し
て
あ
る
が
、
仮
名
遣
い
等
に
つ
い
て
は
、
原
文
を
生
か
す
よ
う
配
意
し
た
。
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